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修士論文要旨
【問題と目的】学校生活場面で，教師から同じようにほめら
れても，ほめられたことを認識し励みにする児童と，ほめ
られたと受け止めない児童がいる。本研究では原因をほめ
の受け手側の問題に限定して，ほめを認知する力（以下，ほ
め認知力）とコンピテンスの関係を明らかにし，コンピテ
ンスを高める介入を行うことで,児童のほめ認知力が高ま
るか否かを検討する。
研究１　児童のほめ認知力とコンピテンスの関係
【目的】児童のコンピテンス及びほめ認知力の実態の把握
【方法】調査対象者：関東の公立小学校３年生32名
時期：2012年７月　調査材料：①ほめ認知力の調査：児童
用のセルフモニタリング用紙と教師用チェックシート。②
児童用コンピテンス尺度（桜井，1992）のうち，自己コン
ピテンス（以下自己コンピ）,友だち関係コンピテンス（以
下友だち関係コンピ）の２因子（各々10項目４件法）。
手続き：①ほめ認知力：教師は，授業中に児童１人につき
１日３回ほめ，児童は，帰りの会時に教師からほめられた
回数を想起し，セルフモニタリング用紙に回数を記入。こ
れを４日間継続し，ベースライン値とした。そして児童が
認識したほめの回数－教師が実際にほめた回数＝ほめ認知
力とした。②コンピテンス：児童用コンピテンス尺度。
【結果と考察】①児童のほめ認知力：児童によってほめ認知
力にばらつきがみられた（Min=-8,Max=7,SD=3.62）。
②児童のコンピテンス：自己コンピおよび,友だち関係コン
ピのCronbackのα係数はそれぞれ，.993と.991で,尺度の
内部一貫性が確認された。また，ほめ認知と自己コンピ間
に，弱い正の相関（r=.391,p＜.05）が見られたが，友だ
ち関係コンピとほめ認知間には相関は見られなかった。ま
た，自己コンピと友だち関係コンピ間には，r=.799で強い
正の相関（p＜.01）が見られた。
研究２　ほめ認知力とコンピテンスに協同学習が及ぼす影
響
【目的】研究１の結果を受け，自尊感情向上効果のある協同
学習（Johnson & Johnson,1989）を行い,児童のほめ認
知力を高めることができるか否かを検証する。
【方法】調査対象者と時期及び調査材料：研究１と同様
手続き：協同学習：水泳の学習全８時間中２時間を協同学
習の形態で実施。だるまうき・ボビング・けのび・ばた足
の全員習得を目指し友だち同士で教え合い結果を測定した。
【結果と考察】Wilcoxonの符号付き順位検定の結果，p
＜.01で有意差がみられた（介入前＜介入後）ことから，児
童の泳力向上に協同学習は一定の効果があった。次に，ほ
め認知について介入前後で対応のあるｔ検定の結果,有意
な差が見られた（t（31）=2.322, p＜.05）（介入前＜介入後）。
また,自己コンピについてはt（31）=2.777,p＜.01，仲間関
係コンピについは,t（31）=3.812,p＜.01と,いずれも介入
前後で有意な差がみられた（介入前＜介入後）ことから，協
同学習は児童のコンピテンス及び，コンピテンスと相関の
あるほめ認知力をも高めることが分かった。さらに，ほめ
認知得点を平均点によって高低群に分け，独立変数：群（高
低）×時期（介入前後），従属変数：ほめ認知得点，コンピ
テンス得点の，２要因混合計画の分散分析を行った。従属
変数：ほめ認知力に対して，時期と群の交互作用が有意で
あった（Ｆ=（１,30）=19.805,ｐ＜.01）。単純主効果の検定
の結果，群間で介入前に有意差が見られた（p＜.01,高群
＞低群）。低群内では介入前後で平均3.18点の有意な上昇を
示したが（p＜.01），高群内では有意差はなかったことか
ら，協同学習は普段教師からのほめを認知しない児童に特
に効果があることが示唆された。従属変数：自己コンピに
対して，時期及び群による主効果があった（共にｐ＜.05，
介入前＜介入後，高群＞低群）。時期と群別の交互作用はみ
られなかったことから，協同学習はどの児童に対しても自
己コンピを向上させることが示唆された。従属変数：友だ
ち関係コンピに対して，時期と群別の交互作用が有意で
あった（Ｆ（1,30）=6.576,p＜.05）。単純主効果の検定の結
果，群間で介入後にｐ＜.001の有意差が見られた（高群＞
低群）。また，低群内の介入前後で有意差があったが（p
＜.01），高群内では有意差はなかったことから，協同学習
は友だち関係コンピが低い児童にとって特に効果があるこ
とが示唆された。
【総合考察】本研究によって，協同学習は児童のコンピテン
スを高めること，コンピテンスとほめ認知力には相関があ
ること，コンピテンスを高めればほめ認知力も向上するこ
と，協同学習は特にほめ認知力の低い児童に効果があるこ
とが検証された。
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